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１）Vargo & Lusch が提唱した「S-D ロジック」の基本的
枠組みは、以下の10つの論点が纏められる。①サービス
が交換の基本的基盤である；②間接的な交換は交換の基
本的基盤を見えなくする；③グッズはサービス供給のた
めの伝達手段である；④オペラント資源（ナレッジとス
キル）は競争優位の基本的な源泉である；⑤すべての経
済はサービス経済である；⑥顧客は常に共同生産者であ
る；⑦企業は価値を提供することはできず、価値提案し
かできない；⑧サービス中心の考え方は本来、顧客志向
的であり関係的である；⑨すべての社会的行為者と経済
的行為者が資源統合者である；⑩価値は受益者によって
常にユニックで現象学的に判断される。
図表２　トップの戦略的な思考関連項目とサービスイノベーション構成概念関連項目の相関
B　サービスイノベーションの構成要素
顧客の使いやすさを
追求した商品設計
顧客の購買意欲を高
める新たなサービス
（IoT 等）の提供
Ａ　 トップの戦略的
な思考関連項目
サービスの価値の大切さ
を従業員に教育
.576**
.000
85
.425**
.000
85
企画から開発・生産・販
売までの一貫体制の構築
.489**
.000
85
.326**
.002
85
他社・大学などの知見を
活用
.358**
.001
86
.433**
.000
86
** 相関係数は１％水準で有意（両側）である。
